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南極ドライバレｰ掘さく計画(DVDP)

～国際共伺研究～

はめじに一南極とは山

16世紀にいたるまで｢南にある未知の大陸｣と信じ

られていたこの南半球の広大な大陸は16世紀に入っ

てから航海術の発達に伴いやがて18世紀になって

オランダフランスイギリスの航海者たちは次第に南

極大陸に近づいた.イギリスのJ.クックが1772～75

年に南極大陸の周航を成功させ南極大陸調査の歴史が

はじまった.

南極に対して人類の歴史に古くから接触のあった北

極は紀元前にその探険の歴史はさかのぼる.南極･

北極という言葉は古代ギリシア人によってすでに呼ば

れていた.北極という言葉は北極地域の夜空に広カミ

る星座の大グマ座のギリシア語arktos(クマ)からとっ

たもの.南極は北極の反対側であるからArcticの反

対でA皿tarcticと呼ばれるようになった.現在では

Arcticは北極点を中心とする海洋や陸地を含む北極地域

をまたAnta･cti･は南極大陸とその周辺海域を含む

南極地域をあらわすことになっている､

南極地域は南極点つまり地理学的南極点(South

Geog工aphica1Po1e)を中心に氷雪におおわれた南極大

陸とその付属の島々さらにこれらをとりまくイン

ド洋太平洋大西洋などが含まれている.｢南極｣

という表現には南極点を意味する場合もあるが南極

地域をさす場合もある.しかしこの南極地域という

ものの定義もかたりばく晋んとしている.一般には

種々の自然現象の特性から南極海の50～60.S付近に

かけて存在する南極収束線から南を南極地域とよぶこ

とが多い.1959年に発効した南極条約ではこの条約

の適用範囲を6ぴS以南の陸地や海域を指定している.

南極と北極とは対称的た位置にありそれらの共通

点は両極地とも雪や氷に支配されて寒く長く太陽の

沈まない夏と太陽のあらわれな“･長い冬の夜を迎え

冬の夜空には美しい極彩色のオｰロラが乱舞すること

にあろう･しかし実際には非常に大きな地形上の差

がある.つまり北極地域の大部分力ミアジア北アメ

リカヨｰロッバの大陸とグリｰンランドなどの島でか

こまれた海であるが南極地域の中心には地球上もっ

とも高い標高をもつ大陸があることである.

倉沢一･夫野正一

南極大陸は1,360万km2地球上第5番目の大きな大

陸で中華人民共和国とインドとをあわせた広さをもつ.

日本の37倍である.しかもオｰストラリアから

3,500たm南アフリカから4,000km近いといわれる南

米まではドレイク海峡をはさんで970kmも離れた孤

立の大陸である.人類にとってもっとも疎遠な大陸と

たっている.

南極大陸は膨大な大陸氷(氷床大陸氷河)におお

われ大陸の面積の95%にもおよぶ.氷の平均の厚さ

は1,900mといわれている.また世界の氷の90%以

上が南極大陸に存在し淡水の巨大な貯蔵庫である.

大陸内部の降雪は重みで次第に圧縮されフィルン

(Fim)とたりやがて大陸氷となる.この大陸氷は

大陸の中央高原からゆっくり移動して海岸に達し海へ

押し出されて棚氷となる.ロス棚氷(53.85万k㎜2)と

フイノレヒナｰ棚氷(48.3万km2)はとくに大きい.前

者はフランスよりも大きい.

南極大陸は地形地質のちがいから大きく2つに分

けられる.ウエッデノレ海の東岸からロス海の西岸にい

たるほぼ東経に位置する部分を東南極大陸また南

極半島マリｰ･ハｰランドを含む西経に位置する部分

を西南極大陸とよぶ.この東西2つの大陸の中央

部にはロス海からウェッデノレ海の東側にかけて2,000

mから4,000mの高さをもつ南極横断山脈(T｢ansanta｢'

ctic)が4,000たmにわたって走っている.

東南極は南極地域の2/3を占めゴンドワナ大陸とい

う古い大陸に属している.古く安定した楯状地で先

カンブリア紀の古い片麻岩結晶片岩などを基盤として

いる.その基盤の平均高度は約530mで大陸氷をあ

わせると東南極は平均高度2,490mとなって世界で

もっとも高い大陸となっている.もし大陸氷が溶けた

としても東大陸はオｰストラリア程度の大陸(768.7万

しm2)として残ると思われる.

西南極は南極半島からニュｰジｰランドにつなが

る新しい造山帯のプ部を征しその中には火山が配列し

ている.ロス島のエレバス(3,794m)ビクトリアラ

ンド南部のメノレボノレン(2,732m74.21!S1ぱ421E)

あるいは南極半島の鼻先のサウスシェトランド諸島のデ

セプション火山は活火山として有名である.基盤の

平均高度は約一140mで大陸氷をあわせて平均高度は�
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図1南極の基地位置

1,690mとなっている.大陸水カ液くなると西南極は

多くの島とフィヨルドに在ってしまう.しかしこれ

ら大陸氷カミ消失したとすると大陸の基盤は今より

700～1,000mは隆起すると考えられる.とはいえ膨

大な大陸氷カミ消失することはまずないと考えれば現

在のままで一つの大陸と見てさしつかえ扱い.

南極大陸はもっとも寒い地域で北極にくらべると

20.Cは気温が低い.一88.3Tという世界最低気温

カミ記録されている.内陸地方では真夏でも一20丁

以下である.

南極の陸水量はおもに固体降水(sO1idprecipitか

tion)で年間30mm以下という記録がある.しかし

沿岸地方では比較的多くなり600mmに達する(南極

半島)ところもある.植物はほとんどなく動物昆

虫もきわめて少ない.しかし地質時代にはその化

石からシダ類や両生動物粗とが見出され温暖な時代

があった.

南極大陸の調査研究は気象学的大陸氷の秘密大

陸の歴史地球物理学的などの立場からさらに海洋学

的にもきわめて重要かつ興味のある内容が多い.南

極大陸の研究は1957～1958年に行恋われたIGY(国際

地球観測年Intemationa1Geophysica1Year)によって

国際協力の名のもとに本格的なスタｰトをきったといえ

よう.また南極条約カミ各国の批准をうけて1961

年6月23目から発効し相互信頼の精神と協力の理念が

つらぬかれてきている.南極の各国の基地を図1に示
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DVDPとはドライバレｰ掘削

計画(DryVa11eyDri11ingPro･

R05∫∫正jeCt)のことである.

㎞Ik'1Iu王^,1961年以来ドライバレｰ近

くに基地をもつアメリカ隊やニ

ュｰジｰランド隊は地学生

図物などの調査隊を送り南極の

地史を探る上で貴重な研究を行なった.日本からは鳥

居鉄也博士を中心に一1963年度から同地域に存在する

塩湖の成因とそれに関する南極大陸地史の研究などを

行なってきている.その間同地域の解明には深層

掘削によって各種堆積物の採集調査カミ重要な研究課題

であるとし1968年にアメリカ南極局に掘削調査を実施

するように提案した.そして1970年アメリカ科学

財団(NSF)の南極局はようやくこの計画を採り上げ

ることになった.同地域の調査に熱心なニュｰジｰラ

ンドが加わりここに3国による共同研究計画が生れた.

その後目米ニュｰジｰランド3国共同の掘削計

画は各国の科学者の意見調整を経て3国の南極実施

機関に持上げられアメリカはNSFのO.P.R(O脆｡e

ofPo1arProgram)ニュｰジｰランドのD.S.I.R｡の

Anta･cticDivision日本の極地研究センタｰが主務と

なって計画の推進が行なわれている.(科学博物館

付属の極地研究センタｰは48年9月29目に国立大学共

同利用機関として｢国立極地研究所Nationa1Instituteof

PoIarResearch｣に発展的に改組された.所長は村

山雅美氏から永田武氏に変った.)なお極地研究振興

会の鳥居鉄也博士の努力泣しにはこの計画の実現はみ

られなかったであろう.

具体的には1971年12月ニュｰジｰランドのクライ

ストチャｰチにおいて3国の関係者による打合せ会カミ

開かれ各国の分担研究協力関係か討議された.ま

た1972年8月オｰストラリアのSCAR(南極研究科学�



一46一

葉=･1鵬

,冊8皿0'`50`I

"錯脇､1,錫仁パ㌃鯉='

s““回ス島

･∵灘ジ縦.亜マクマｰド基地

㌻蔦ポ雌一べ

勢〆1

〵�㈰㌰

405舳皿

回2マクマｰドサウンド地域図

ノ･ツチ印:古生代基盤岩類

ステイップル印:ジュラ紀～デボン紀ビｰコン砂岩とジュラ紀粗粒玄武岩床

V印:新生代火山噴出物

自地域1水でおおわれた地域

委員会)会議後目本で会合カミもたれた.谷のフリクセノレ湖で一18.C

このDVDPでは197!～72年にはドライバレｰ地谷のビイダ湖で一62.C

域における人工地震探査地磁気測量電気地下探査う報告が捗る.

が実施されさらに1972～73年にはロス島で掘削が行る.

なわれた(DVDPHo1e1と2).こうして1973～

74年の掘削作業へと発展していったのである.この目

的には単に塩湖の成因を究明するばかりでなく南極

大陸の地史南半球の氷河吏を探る重要な狙いも含まれ

ている.氷におおわれた大陸のなかでもっとも広い

露岩地域であるドライバレｰは南極大陸の地学的探求

の上で貴重た窓口である.

アメリカ隊は予算1億円で製作されたボｰリング機

械の提供と現地での生活物資の供給ヘリコプタｰ

などを分担している.ニュｰジｰランドからはボｰ

リング技師ら9名が働いている.日本からはマクマ

ｰド基地内の地球科学研究室での機器として岩石薄片

作製装置X線回折装置粒度分析機顕微鏡一式など

の他に文房具類複写機などカミ提供された.日本隊

として参加した大野は薄片作製の技術を大いに発揮し

高く評価された.なお南極に渡る前に入手した試料

の薄片作製には地質調査所の村上正氏の協力をえた.

掘削作業は24時間連続して行なわれ現地で記載

整理されヘリコプタｰでマクマｰドの研究室に運ばれ

再検討され各国の研究分担に応じて送付され大部分

はNorthemIllinois大学に保管されている.一方掘

削穴にはケｰシングが施されてその後の地球物理学的

研究に供されている.

リアヲンドと命名された.そして1903年12

月内陸探険の帰路氷雪のまったく見られ狂

い広大た谷間を見つけた(テイラｰ谷).第

2次スコット隊は1911年2月にここの地学

調査を行なってドライバレｰと呼ぶようにな

った.!947年2月にはアメリカ隊は飛行機

を使い空中偵察による調査を付注った.1958

年1月にはニュｰジｰランドのビクトリア大

学の若い学隼であったウェブ(WE鵬)博士が

参加したはじめての地質調査が行なわれさ

らに仲間のマッケノレビｰ(McKEw酊)博士を

加えた調査カミ続けられた.こうしたビクト

リア大学の広い地球科学的調査研究は初期の

ドライバレｰの研究に大きな貢献をだしている.

たおアメリカではこのドライバレｰをICe･

FreeVa11eyとも称している.

ドライバレｰ地域の年平均気温はテイラｰ

最低気温はビクトリア

夏の最高気温は十12.3.Cとい

年間降水量(雪)は3～109/cm2であ

ロス島とドライバレｰの位置を図2に示した.

なおDVDPの3国の｡oordinator一は鳥居鉄也が

永田氏(日本)に変ったほかはD.K跳R(ニュｰジｰ

ランド地質調査所長)L.D.McGINNIs(北イリノイス

大学)R.B.丁亘0MsoN(ニュｰジｰランドD.S.IR.)

M･D･TU酬ER(アメリカNSF)とたっている.

DVDPは1975年で一応終了することにたっている.

しかしマクマｰドにある地球科学研究室を恒久的に利

用して近接地域の研究は続けることができそうである.

またウェッデノレ海に面したPensaco1a山脈のDufek

貫入岩体カミ世界でもっとも大規模な晃のとして注目さ

れている.岩体の厚さが7,000mにも達するこの

㎜a丘｡intmsiOnの研究が2･3年中にスタｰトする.

これまた非常に興味ある研究対象である.

出発までそしてマクマｰド基地へ

南極ロス島付近の野外作業は普通10月カ･ら翌年2月

までである.この南半球の夏(Austra1summer)を利

用して一般には半期づつ交代で調査に従事する.た

だニュｰジｰランドから派遣されたボｰリング技師

達は全期間の勤務であるから大変である.3国の役

割りは前に記した通りであるか日本側からの参加者は

8名となった.隊員は前後期に分けられた.

さてロス海の酉沿岸は

スコット隊によってピクト前

期(昭和48年10月10目東京発)�
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中井信之(名大理)同位体地球化学

森川目当貴(東工大工材研)鉱物学･X線回折

大野正一(地質調査所)岩石薄片作製技術

中山紘一(極地研究振興会)サポｰト

後期(昭和48年12月10目東京発)

倉沢一(地質調査所)同位体地質学･升石学

綿抜邦彦(東大教養)地球化学

そのほか鳥居鉄也(千葉工大･極地研究振興会)は

同年10月末から12月初旬までマクマｰドに滞在した.

また吉田栄夫(広大)はニュｰジｰランドのクライ

ストチャｰチでの国際第四紀学会(INgUA)出席の後

後半隊とマクマｰドに同行し12月21目まで滞在した.

また中山は後半隊にも加わり最後まで行動を共にした.

出発までの準備には7月からはじまった機器や物品

の船便の発送測定機器類についての研修やトレｰニン

グさらに8月中旬山中湖畔で行なわれた訓練合宿と

勉強会などカミあってあわただしかった.今回の調査

のための事務手続の窓口は文部省大学学術局国際学術

課(南極本部)装備等の準備ならびに発送は当時の

極地研究センタｰが担当した.もちろん各人の所属

機関を通じていろいろ在手続きが行たわれた.たお

このDVDPについては極地研究振興会発行の｢極地｣

の17号にまた前半については18号さらに後半につい

ては19号に載っているので参照されたい.筆者の一人

倉沢は後半隊として参加し現地調査にも出向いたの

でこの報告には後半の経過について記しておく.

前半隊を送り出しその後2ヵ月経った12月10目倉

診
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図3南極研究マｰクとスタンプ

沢と綿抜はほぼ満月の夕方5時30分に羽目ヨを発った.

Hongkong(香港)まで4時間それからManila(馬尾

刺)へ1時間半夜中に赤道を通過してさらにSydney

(雪梨)へ7時間の長旅.高度1万m一時速920k血で

あった.Sydneyで2時間程の乗換え時間の後3時

間でニュｰジｰランド南島のChristchurch(12月11目午

後4時半)に到着した.合計20時間.日本との時差

は3時間である.ニュｰジｰランドのD･SJR･のGo砕

肚N氏と吉田栄夫氏が出迎えてくれた.

翌12目空港にあるアメリカのNSF,USARPを訪

問しC亘畑醐肌AIN,FLINT両氏と秘書のMlargaret

C.LムNY0N嬢に挨拶.さらにD.SJ.R.の南極局で

P酬NINGT0N,H蛆Ls0N氏ら局員に挨拶.出張中であ

ったSuperintendentの丁亘｡皿s0N氏が夜空港に着くどい

図4南極探険の父マクマｰドにあるバｰド少将(左)とクワイストテヤｰテのスコット(右)

の像

図5飛行約5時間南極圏に人9いよいよ

氷海�
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うので迎えに出た.午後は船便の到着するしytt1eton

港を通るコｰスをバスで見学.そのあたりはMiOCene

～P1ioceneの火山岩カミ分布している.銀行でUSドノレ

をNZドノレに交換した.US100ドノレはNZ67.73ド

ノレ.ニュｰジｰランドとアメリカの南極研究計画のマ

ｰクさらにスタンプの例を図3に示す.クライスト

チャｰチの街の中心は清潔で公園にあるスコットの

像カミこれから向う南極の私達にとってはきわめて印象

的であった(図4).

さていよいよ12月13目に南極に飛び立つことにな

った.クライストチャｰチは東経173｡南緯43.51.

目的地のMcMurdoStationは東経167｡南緯77.5･.

ち恋みに日本の昭和基地は東経39｡南緯68.5!.

朝7時クライストチャｰチの空港で装備類の入った

バッグだとのチェック認識札(首にさげる)の受取りた

どの後ニュｰジｰランド空軍の輸送機C-130(He工･

cu1es)に乗り込んだ.何しろはじめての経験の連続で

ある.この四発プロペラエンジン機は荷物の山と私

達を乗せ爆音高く飛びあカミった.高度22,000フィｰ

ト(7,000m).4時間ほどで眼下に白波の見える暴

風圏を遇ぎ5時間で氷海のPacたiceを見る(図5).

そしてやカミて南極大陸にたどりつく.見下す風景は大

陸氷床と氷河の連続である.氷河は海に入って氷山と

なる(6図).やカミて南極横断山脈の縁を通って午後

5時にアメリカのマクマｰド基地前の海氷上の滑走路

(夏期のはじめに用いられている)に着陸(氷).見わた

す限り氷また氷.氷の上は滑べるので歩きにくい(図

7).8時間の飛行であった.気温25.F(一4T).

各白の荷物を下げてトラックに乗りこみマクマｰド基

地へ着く.どんより曇り寒々とした南極の第一歩で

あった.輸送機のエンジン音のノイズはまる一目耳

の奥から消え泣かった.

マクマｰド基地にて

マクマｰド基地のあるロス島(RossIs1and)は鮮

新世以後4my･(百万年)前ごろからの火山活動によっ

て形成されたものである.島の最高峯は現在も噴煙

をあげているMt･Erebus(エレバス山)で標高はほ

ぼ富士山と同じ3,794mである.島はおよそ東西

と南北の方向に伸びた構造線に沿った火山配列に支配

された形をなしており東西ならびに南北ともおよそ80

kmである.その南方に伸びたHutPoint半島の端に

基地がある.その東側数kmのところにニュｰジｰ

ランドのScOttBase(スコット基地)がある(図8).

ロス島の西海岸のCapeRoydsはアデリペンギン(Adる一

ユiespenguin)の群棲地(rookery)として最南端である.

トウゾクカモメ(skua)や皇帝ペンギン(Emperorpe阯

9uin)のノレｰカリｰも近くにある.いずれにしても

そこまでヘリコプタｰか何かで行かなければペンギン

の姿は見られないのである.この島はJ畑EsCL畑K

Ross(1800-1862)によって発見された.ロス海ロ

ス棚氷にその名も見られる.さらにRoBERTF虹､c0N

ScoTT(1868-1912)は700トンの“Disco∀ery"号とい

う船でロス島と大陸のVictoriaLandの間(約70km)

に海峡(sound)があり南方に広大なロス棚氷(Ross

IceShe1f)を確認している.ロス島に限らず南極に

はいろいろな人物の多たどかその探険の苦難をのりこ

えた記念として残されている.もっとも私達にはあ

まりにも個人の名が多いことにしつくりとなじめない

ものカミある.

図6南極大陸と氷河手前の黒い部分はロス海

図7

マクマｰド近くのロス海氷上に着陸(氷)したC-130輸送機(ニュｰジｰラ

ンド空軍)約8時間の飛行名はしの人物は吉因栄夫玩�
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ロス島はエレバス火山を中心にしてほとんど雪と氷

で覆われている.しかし夏期のマクマｰド基地は

黒い火山噴出物が露出し短かい期間ではあるが氷の南

極を忘れさせるようだ.

マクマｰド基地はアメリカの南極観測研究の中心基

地となっている.現在は各国の研究者が利用している

ので基地内の大食堂は国際色豊かである.夏の最盛

期には基地は1,000人にも達するという.海軍(お

もに物資の補給や施設設営)研究者学生アルバイト

などである.研究対象は自然科学を中心にして精

力的に研究カミ造められている.アメリカは基地を4個

所設けており越冬はマクマｰドが150名その他40名

ほどほかの基地にいるという.ソ連は7つの基地に300

名近くの越冬隊員がいるらしい.その他アノレゼシチン

100名オｰストラリア80名イギリス75名チリ50名

フランス35名南ア20名ニュｰジｰランドのスコット

基地で12名また日本の昭和基地はおよそ30名と校って

いる.マクマｰド基地では最低気温が一50丁以下に

なるらしい.夏の暖かい時でO｡～一10Tである.

さてマクマｰド基地はその規模からもまったく

町である.基地の中央部には教会や病院さらに司令

部のある大きな建物にはカフェテリア式の大食堂が図8スコット基地(ニュ_ジ_ランド)マグマ_ドの裏側約4k皿

さらにバｰや映画館もある.好きな品物を盆にとる.にある･上図の左上方はWi11iamsFie1d空港とロス棚氷

アイスクリｰムをはじめ欲しいだけセルフサｰビスであ

る.このマクマｰド基地を一望するには近くのOb･g).中央の大きい建物が食堂のあるところ.左方に

servationHi11(228m)の粗面岩の山へ登ればよい(図突出した岬はHutPoint.Hi11を下から眺めるときれ

図90bservationHi11からマクマｰド基地を見下す

図100bsevationH111から火口群と遠方Mt.Erebusの展望.

右方海岸にScottBaseかある.

左下方がマクマｰド基地�
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図11マクマｰド基地の地球科学研究室から対岸の大陸の横断山脈を望む.

大きな断崖の中

表1工973-1974DVDP掘削経過

Ho1eno.�地点�海抜高度(m)�深さ(m)�岩石�年月

1�ロス島(TwinCraters南斜面)�66.9�201.2�火山岩�1973.1

2�ロス島(地球科学研究室東横)�47.2�179.4�火山岩�1973.2

3�ロス島('同上)�47.6�381.O�火山岩�1973-9-10

4�バンダ湖(湖底最深部)�83.6�85.7*�湖底氷河堆積物と基盤砦類�1973.11

5�ドンファン池(北西岸)�117.5�3.5�湖底堆積物�1973.ユ2

6�ビｰタ湖(西端から北方200皿)�349.2�304.8�氷河堆積物と基盤岩類�1973.12

7�フリクセル湖(北酉岸)�ユ8.5�11.1�氷河堆積物�1973.ユ2

8�ニュｰノ､一バｰ(テイラｰ谷東端)�ユ.9�157.2�氷河海底堆積物�1974.1

9紳�ニュｰハｰバｰ(同上)�1,9�38.3�氷河海底堆積物�1974.1

��*氷(3工n)湖水(653m)岩石(17.4m).紳4.引傾斜掘削(地点は8と同じ).8と9は基盤重で至11達せず.���

紳45｡傾斜掘削(地点は8と同じ)

いなピラミッド型をしている.しかし風が冷たいので

丘には長居はでき狂い.図10は北方方向の展望であ

り手前には数多くの火山カミ右海岸にはスコット基地

がそして中央遠方にはロス島最高峯のMt.Erebus

8と9は基盤まで到達せず

(3,794m)がそびえている.真夏でも山頂は一30.C

という.左下にマクマｰド基地左方にロス棚氷後

方にロス海の氷と大陸横断山脈を望むことができる.

広大な南極の景色である.その対岸の大陸山脈の展望

図12ドライバレｰ位置図(数字は掘さく地点DVDP4～9)
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腹に有名たFeエrarDoleriteの岩床がある.

手前は1コス海の氷右手遠方の奥方三ドライバレｰ

は地球科学研究室の窓から毎日眺められる.挺々と

連なる山波のシノレエヅトは24時間沈まない太陽の移動

によっていろいろと変化する､たなびく低い雲の輝

きか美しい.その右遠方に今回の目的の掘削地の一

つのドライバレｰがある.距離はおよそ!00k皿(図

11).今回の調査で一度だけ見ることのできたしん気楼

(mirage)も珍しかった.12月22目の夕方のことで

海岸近くに下ると見える.

12月17目には先発隊の一部の中井大野両氏カミ雲の

中を帰国の途についた.後発隊の倉沢と綿抜は第7

番目の掘削地DVDPHo1e7,Fryxe11湖畔への出発の

準備と既に研究室へとどいているHo1e6のVida湖

のコア試料の検討･記載･報告書づくりの打合せとその

実施のことで仕事がはじまった.責任者は前半のNe･

braska大学のS.B.TR肝Esから後半のM.G.MUD醐Y

Jr.へと引継がれた.

ドライバレｰ掘削調査

1973-1974DyDP掘削の経過は表1のように進めら

れた.Holeno.1と2は'72年度に既に行なわれて

おりその試料については地質調査所で入手し分析さ

れている.今回のDVDPへの参加はHoユeno.6～9

であった.前半の中井'大野森川3名はn0･6に

参加した.このビｰタ湖掘削の試料についての記載と

報告書作成は後半の倉沢と綿抜それにマクマｰド奉

地に滞在していたニュｰジｰランドアメリカのメンバ

ｰも協同で行なった.実際には掘削地点にSite-9eO-

IOgiStとして出かけている間におのおの交代で時間

を見つけて研究室で行たわれた.したカミって調査

地から帰っても休む暇は衣かった.ドライバレｰでの

掘削地点を図12に示す.

コア試料の記載の柱状図のまとめの例は図13のように

なる.これはロス島の火山岩の例である.

さて前半隊と交代してからいよいよドライバレｰ

のフリクセル湖へ出発することになった.はじめにあ

がってくるコア試料は新しくやわらかい堆積物であ

ることカミ予想されたので綿抜氏がまず出発した.は

じめはビイダ湖からの移動中で何のことはないま

ず食堂大テントの組立てテント類の設置ボｰリング

機械の設置に追われた.全くの肉体労働である.12

図14マクマｰドヘリポｰトからドラ

イバレｰへ出発前の筆者

団15ドライバレｰのLakeFryxe11に到着左はパイロット違�
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∫]

謹灘

図16ドライバレｰのTay1or谷のCan出ian氷河

左掘さく現場

右寄りの小山はモレｰン山体は片麻岩類

テント灘

月24目から29目まで同氏は滞在した.29目には倉沢カミ

交代に飛んだ(図14).U.S.Navyのヘリコプタｰで

約45分.ロス海の氷の上を飛びはじめてドライバレ

ｰに入った(図15).途中大陸からロス海に押し出さ

れてきている大氷河の広がりに目をみはった.フリク

セノレ湖畔に着いたヘリコプタｰからテントヘ入り早速

掘削地点を見る.

フリクセノレの掘削はノレｰズな砂礫層が続き掘削は

進まずドリラｰたちの苦労は大変であった.結局3!

目には掘削中止となって次の掘削地点のニュｰハｰバ

ｰへの移動ということに放りその重労働でいささか閉

口した･野外調査というものはこんなものであろうか.

つまりフリクセノレの掘削はむづかしいということにた

り限られた南極の夏のシｰズン期間での能率を考えて

次の地点へ移ることになったのである.その間近く

のカナダ氷河の周囲を調査のために歩いたことが収穫

図17ドライバレｰのTaylor谷の南側展望Frwe11湖と右側はCanad三an氷河中央部に掘さく現場(DVDPHo1e8)と

ということになってしまった.フリクセル湖周辺の様

子を図161718にまた氷河堆積物のモレｰンの状

態とその上に横たわるアザラシのミイラをご覧に入れ

よう(図1920).

掘削現地での自然破壊汚染は規制されている.掘

削に用いられた塩化カノレジウムあるいはDFA(極地

用ディｰゼル燃料)による掘削地点の汚染生活の場で

あるテント周辺の汚染は同行した生物班の手で絶えず

チェックされ汚物は全て回収されてマクマｰド基地

に運ばれた.図21は小水の回収用ドラム缶である.

用をだし溶カミら氷河を眺めるなどとはいわばぜいた

くな生活であった.国際共用研究としてのDVDPに

ついては各国の注目するところとなりソ連のボスト

ｰク基地からの見学もありなごやかな交歓風景も見ら

れた(図22).

フリクセルの掘削の中止で一旦マクマｰド基地にも

どった(1月2目)倉沢はユ月7目再びニュｰハｰ

バｰ地点へ飛んだ.ニュｰノ･一バｰ掘削地点(DVDP

磁一

.謹岬.

s1te-9eo1og1st芋ま

11欝.驚

燃鐙ニュｰジｰランドの若い地質屋はあまりあてにならた

かった.そのため連続30時間のも作業を続けざるを

えなかったこともあった.ドライバレｰには氷と雪が

ほとんどない.ひどく寒いことはなかったが外気に

図18Canadian淋河の末端�
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さらされた仕事は楽ではない.コア試料の記載は掘

削地点傍のEarthScienceTentで行校われた(図24).

ドライバレｰのドライを倉沢の倉に訳し若いアメリカ

人のユｰモアでKurasawaDri11ingProjectとした旗が面

白かった.コア試料は最後まで氷河堆積物と海底堆

積物でついに基盤には到達しなかった.前もって調

査された物理探査結果ではすでに基盤に達している

カケ

はずであったがドリラｰたちと小生とでかけた賭(キ

ャンブノレ)はついにどちらにも勝敗はきまらなかった.

コア試料に入ってきた礫は周囲の地質と対比され花

南岩粗粒玄武岩片麻岩ビｰgン砂岩などが確認さ

れた.位置的にはるか上流の奥地から氷河によって

運ばれてきた様々な岩石の礫である(図25).

海岸近いニュｰハｰバｰからマクマｰド基地のある

ロス島のM1t.Erebusの噴煙はいつも心をやわらげて

くれる.海岸で見つけたホタテ貝の一種Adamussium

･･1b･ki(SMIT亘)の殻は非常に薄く極地の海の厳し

さの一端を知った.ニュｰハｰバｰ掘削地点には1月

!6目まで滞在し綿抜氏と交代した.ニュｰノ･一バｰ

には中山氏も後から参加した.掘削は157.2mまで進

んだ.しかし浅い部分のノレｰズ砂礫層のところが採

取されなかったため4.5｡傾けた掘削を同じ地点で行な

って回収した.海に近いためかプイヨｰノレドは深く

海と氷河の交互の堆積層が見られた.これらの試料に

はpemafrOst(永久凍土)つまり氷が介在している.

溶かさないようにマクマｰドの地球科学研究室の冷凍

庫へ送りさらにまとめて船でイリノイ州にある

NorthemI11inois大学の冷凍庫に送られ現在も保存

されている.1月23目にはニュｰハｰバｰの作業を

終り28目には越冬のために処置をした装置カミ現地に

整理されて置いてきてある.マクマｰドにいた間にヘ

リコプタｰでロス島西端のCapeROydsへ飛んだ.

そこから眺めたエレバス火山は美しく噴煙は横に一

直線にのびている(図26).ここでは次の機

会に掘削する予定とされていたので土壌や空

気の採集カミ行たわれた.カリフォルニア工科

大学ダｰウィン研究所のCム皿RON教授の仕

事を手伝いながら岩石試料の採集を行なった｡

岩石はアルカリ岩系のアノｰソグレｰス巨斑

晶の多いフォノライトである(図27の上).こ

の頃酉ドイツのカメラマンがこのDVDP

を中心に記録映画の撮影に来ておりこうし

た野外の調査や研究室での状況を記録してい

った､

ドライバレｰ地域は数億年の年令をもった

大陸横断山脈の岩石が分布しているがこの口

図19モレｰン表面の模様右の写真に三陸石が見られる.

図20LakeFryxenのモレｰン上に横たわるアザラシのミイラｰ

1,000～2,500年という年令がえられている.

関21Canadian氷河を見な

がらの小水用容器現

地の汚染は許されない

ヨ蔑無一

難

華､}絵

図22ボストｰク基地から見学に来たソ連

科学者達(左はしと着2人)

LakeFryxe11にて�
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ス島は400方年より耕しい火山噴出物で構成されている.

ロス島の火山岩類はバサナイト粗面玄武岩粗面岩

フォノライトなどのアノレカリ岩系のものである.一部

ドライバレｰにも氷河の進退に伴って小さな火山体が

見られ一様にロス島火山活動のものとされている.

粗面玄武岩には基盤着類のほかに地下深所の上部マ

ントルから運ばれてきたduniteやケルズタイトの巨晶

が多く含まれている(図27の下).これらの火山岩類は

S･同位体此の測定結果たどから海洋島の特徴をもって

いることカミ明らかになった.南米アンデス･南極半島

の系列とはことなり南極大陸の近くでのこのような性

質は興味のあることである.図28にその位置の関係を

しておく.

地球科学研究室にて

掘削の合間あるいは最後のまとめの段階でDyDP

関23

洲ewHarbor掘さく

��偈�攸�

図25

NewHarboτ(DVDP

Ho1e8)目ア試料

堆積層に礫がたくさん入

っている.左側テｰプ

ノレで記載

図24

NewHarborでのヨァ整理を

行なった地球科学テント右

｣;部の旗印のようなユｰモアも

ある(DryVa11ey=K岨asawa

という訳)右向うは食堂テ

ント

図26

ロス島CapeRoydsからの活火山Mt.Erebus(3,794皿)�
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の各国のメンバｰはマクぐ一ドの地球科学群究室(E･一

rthScienceLabo工atory)での研究試料整理に没頭す

る.研究室はオブザベｰション･ヒノレの下にある(図

29).看板は入口横にある.THIELとあるのは19

61年の事故で亡くたられた地球物理学者の名をとったも

のである.写真の右側に冷凍庫がある.左のトラッ

クは物資や試料あるいは人員の輸送に使われた研

究室専用のものでロス棚氷上の飛行場までドライブし

た想い出のある車.

DVDPには日本から岩石薄片作製装置X線回折

装置粒度分析装置各種顕微鏡カメラ類さらにコ

ピｰ機などが提供されてこの研究室で大いに利用され

た(図3031).岩石薄片作製装置は筆者の一人大

野の指導で大活躍であった.日本人の高い技術はマ

クマｰドで評判にたっていた.X線回折装置は塩類

をはじめ二次鉱物の同定に役立ち森川綿抜両氏は

その指導に忙がしい目が続いていた.X線回折の結果

からもついに粘土鉱物が発見されなかった.ドライ

バレｰ地域の湖岸に一見粘土のようなものがあり早

速X線にかけたところ普通の造岩鉱物のピｰクしか出

てこないことがあった.つまり南極の気候条件気

温では粘土化しないらしい.粘りのある堆積物でも

石英や長石のこまかい粒子の集りにすぎないのである.

糖液㈱

“火

榊アシアス離

{58);台

地

浦部会

補111二

サウスシェトランド

〆冴

.ロス沿

(45〕

ガウス

船(48.5)

�

�

メ

サ1フスサンドイッチ

○活火山

･その地の火山

貞アルカリ岩石区

(峨徽

図28

南極･南米の火■』1分布

(勝井1972)

研究室ではさらに運び込まれたコア試料の再検討

写真撮影と記載そして報告書の作成という重要校仕

事がある.コア中の氷カミとけないように外気にさら

された部屋でコアの長さ岩質粒度等を測定し直し

レポｰトにまとめる.これらはDVDPのBu11etinに

どんどん印刷されている.一方面ドイツのカメラマ

図27岩石露頭写真上はロス島Mt.Ereもus西麓CapeRoyds

のアノｰソグレｰス巨斑騒をもつフォノライト下はマクマ

ｰドのヘリポｰト付近でのduniteやはんれい岩をとりこんだ

粗面玄武岩ケルズタイト巨斑晶も見られる.

図290bservationHi11(228加)を背畏にEarthSciemesLabo･

ratoryと看板(上)�
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ン来訪の折など大部屋では討誇や説明会も行なわれた.

その時のスナップが図32である.また折にふれパ

ｰティｰも開かれて日本の味も外人によろこばれた.

研究室では生物学研究室の人々も訪れて来てはいつ

もにぎやかな夜となったこともあった.日本の箸の持

ち方を習う若い学生とヒゲののびた筆者の一人(図33).

帰国近くなるとヒゲも定着する.研究室にはいろいろ

なスタンプが置いてある.こうしたスタンプ類は基

地に来ている各国の人々の出す手紙の表や裏にスタンプ

されてよろこぱれる.マクマｰド基地から送る手紙

は一度サンフランシスコに送られるので日数がかか

る.ニュｰジｰランドのスコット基地から発送する

(逆に外からはスコット基地気付にする)方がは

るかに速い.研究室からスコット基地まで図29のト

ラックで走ったり走ってもらったことカミしばしばあっ

た.研究室でもいろいろ何かと忙がしいものだ.

簡単た｢同位体地質学｣のレクチャｰを行なったことカミ

あった.

図31

マクマｰドの地球

科学研究室の光学

実験室で日本製顕

微鏡をのぞく学生

達

マクマｰドこぼれ語

マクマｰド基地に着いて間もたいころ生物学研究室

の女性を含めた若い研究者のさそいでロス海の氷の

上へ魚釣りに出かけたことがある.女性が南極に来る

ようになったといって嘆いている人もいたカミいずれ

にせよ彼女らは夫婦で生物学者として来ている.地

球科学研究室にはこんな酒落たものはいたい.雪上

車で多分数止mは離れたところに小屋が置いてあって

氷の穴(径2m位)から釣糸をたらす.氷の厚さは12

月末で5m以上あった.アザラシの肉を餌に釣れた

時は4～5人で1時間に100匹はかかった.魚はトレ

マトマス(Trematomusborchgrevin良i)で20cmほど

のノ･ゼの形に似た魚である.昭和基地周辺にもいると

いう.一方見学させてもらった大き荏水槽に体長

!70cm重さ70㎏という人間一人分はある大きな魚.

これは一般にはロウフィッシュと呼ばれているデイソス

テイカス(DissOstichusmawsOni).生物学者の

DEVRIEs夫婦の主人の方はロス海で生きている魚の体液

中のエチレングリコｰノレ類似の不凍液を研究している.

ラジエｰタｰの不凍液を思い起させる.その奥さんは

小柄な台湾系中国人で旧名は林遠(Yuan)さんで林

ちゃんの愛称で呼ばれていた.彼女は内耳骨の年輪を

薄片にし日本の顕微鏡で撮影して数えていた.百才

などという年令カミ出ているらしい.

また囲いで飼わているペンギンがいた.これは

やはりペンギンの生態と生理を研究しているグルｰプの

ものであった.先に述べた魚釣りはこの大魚とペン

ギンの食糧とするのが目的.ペンギンの口に入れて食

べさせるのであるが一頭あたり1目1回およそ17～

18匹もあたえている.という訳で魚釣りも大変忙がし

い毎日の日課である.水槽で見たタコやヒトデも細々

としている.ロス海の水温はO℃より1～2.C低いと

いう.タコの足のイボが一列しかないのにはびっくり

した.釣りあげたトレマトマスは一部を塩焼きにデ

図30マクマｰド基地の地球科学研究室で活躍している日本製の機器

上はX線回折装置下は岩石薄片作製装置の一部�
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図32ロス島ロス海ドライバレｰ地域の関係を説明するマドレイ博

=1二

回33地球科学研究室での筆者の一人大野技官(左はし)と学生達

イソステイカスの白身は刺身にして食べた.大変美味

であった.

マクマｰド基地にはサウナもある.宿舎内はもちろ

ん暖房してあり洗濯機水洗トイレ.2段ベッドであ

る.野外作業から帰るとわが家に帰ったようにホッ

とする.また基地内には7～8軒のバｰがある.一

週間にウイスキｰ1本が買える.ShipStOreという

PXがあり何でも売っている.香水目本製のカメ

ラやステレオから雑誌肌着まであるから不自由はない.

しかも安い.とくに安いのがタバコとビｰルで1箱

に10～20個入りでとにかくセントの単位で1ドルも

しない.雪と氷岩肌以外何もたい南極での生活の

せめてもの慰めであろう.

映画館は7軒あり1週間で1本の映画が!巡する.

つまり1ケ所で毎日替るという訳である.明るい夜

夕食後どこも一杯.マクマｰド基地で日米合作の

真珠湾攻撃映画｢トラ･トラ･トラ｣を見ようとは思わ

なかった.｢トラ･トラ･トラ｣｢バンザｰイ｣を

連発するマドレイ氏のごきげんな顔もありた.その他

思わぬ良い映画を見せてもらった.成人向けのシｰン

があると映写技師がフイルムをもとしてもう一度見

せるというハプニングもある.

帰国準備そして日本へ

2月に入ると短かい南極の夏から急に天候が変っ

てくる.その頃コｰストガｰドの砕氷船に導かれた

タンカｰ貨物船カミ入港する.!年分の物資の補給で

ある(図3435).今年はロス海の氷が例年のように

なくならず青い海が見られなかったという.野外で

採集した岩石や二次鉱物の試料の梱包やら帰り仕度に

追われる.お別れのパｰティｰも開かれる.｢また

南極に帰ってくるか｣という挨拶が交わされる.やは

り淋しい.夕方から夜の風景も見られるようになり

極点の方から流れ込んでくる冷気による低い雲(?)に

おどろかされる.

マクマｰドからの帰りのフライトはなかなかきまらな

い､standbyである.それでもいよいよ明早朝と

きまり最後の晩となるとねてもいられない.そん

な時ひょっこりペンギンが研究室の裏にあカミってきた.

ここではほとんどお目にかかれたいのだ.皆それを

きいて飛び出してきた.サヨナラをいいにやって来た

のであろう.帰りは逆コｰスでクライストチャｰチ

に飛びニュｰジｰランドのD.S.I.R.に挨拶.その後

ニュｰジｰランド南島をドライブして氷河やプイヨノレ

ド地形を見学した･そして次のシｰズンもう一度

南極に帰れるか(?)と想い板カミら日本に向った.帰

りは倉沢線抜中山の3人道中であった.日本隊の

メンバｰは2月27目には全員無事帰国した.そして現

在も研究が続行されている.

DV⑳Pシアトル会議

1971年からはじまったDVDPの研究成果についての

セミナｰが五974年5月29目から31目の3日間北米ワ

シントン州のシアトルで開催された.一目本からも関係

者が10名ニュｰジｰランドから9名その他で合計60

名を越える出席者があった.地元のワシントン大学第

四紀研究センタｰのA.LWAs亘BU醐教授が1ocalchair･

manとして世話役となった.会場は大学の近くのUni-

ve･sityTowerHote1である.出席者はほとんどマ

クマｰドやニュｰジｰランドで会っていた人達であった

'が服装がすっかり変って紳士振りを発揮していた(図

㌶�

会議は連日朝9時から午後4時まで行なわれた(図

37).セッションはNationa1ProgramandD五scussion,�
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盤繁簡.

図34マクマｰド基地のHutPo玉ntからの展望左手前寄1)三1三絢蟻根の建物はスコットが庚ったといわれるもg右方は

ObseエvationH三11(228m)

一一意議蟻蟻

驚驚一

鱗澱

図35マクマｰド基地に到着した貨物船左の岬はHutPoint左手前はコｰストガｰド右方にオイルタンク

�潰����業湯������整�������

Environmenta1Pエ｡grams,SummaryandSynthesis,

DVDP1974_75FieldSeasonPユanningであった.

Petro1ogyIのセッションでは倉沢も座長をつとめた.

この会議の内容はDVDPBu11etinNo･4にアブス

トラクトをつけて76頁にわたって印刷されている.

研究内容はほぼあらゆる分野にわたっており興味あ

る報告があった.筆者の一人倉沢の研究結果からは

ロス島火山岩類が南極大隣に隣接してい匁がら海洋

島の性質をもっていることが明らかになり興味がもた

れた.

これらを基にして1974-75年のシｰズンのドライバ

レｰ掘削計画と討論が行なわれた.会議の後慰労の

ためのパｰティももたれた(図38).その後シカゴに

飛ぴコア試秤の保管されている北イリノイス大学を訪

問した.そこでは南極ドライバレｰ研究の創始者で

あり立役者であるP.N.W脇,B･McKEL佃Y両教

授と日本の鳥居鉄也氏の3名が一緒の貴重な写真をと

ることができた(図39).

さて1974～75年シｰズンには倉沢と極地研究所

の神沼克伊京大工学部の西山幸名大水圏科研の加藤

喜久雄の四名と鳥居鉄也氏が参加する.このシｰズ

ンではロス海の氷の上から海底堆積物を掘さくするこ

とにたっていたが冬期に天候異変のため氷が悪い状態

にたってしまいさらに次のシｰズン(1975-76)に計

画が延期されそうである.さらにまた今シｰズンは

表1のようにロス島やドライバレｰ地域において行なわ

れた掘さくをさらに深く掘り下げることや火山島の一

図36DVDPシアトル会議でのアメリカ代表McGINNIs教授とニ

ュｰジｰランド代表丁亘｡皿s0N(DSIR)氏

図37DVDPシアトルセミナｰ会場スナップ講演者はWEBB教授�
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つのB1三C上島での掘さくも行なわれることになってい

る.

南極地域の研究は南極条約が1961年に発効して以来

研究成果の公表領土権の主張はしないつまり人類共｡

通の財産として進められてきている.しかし最近は

ソ連をはじめ着実た調査方法で発見された資源の開発

問題が起きている.私達はあくまでも南極条約の精

神にそって科学のために仕事をしているので各国と

の密接な情報交換を行ない校がら時代の移り変りに注

意してのぞみたいものである.

狂おマクマｰド基地の研究室のアドレスは次のよ

うな2つの方法で表現されている.､正式校ものとして

はアメリカのものが用いられるがニュｰジｰランドの.

アドレノg方カミ郵便物が早く着く.

�牴桓捩�捥�慢�慴��

�����瑩潮���捴楣愀

振����慮�慮捩獣�

�����

售��

�牴桓捩�捥�慢�慴��

(McMurdoS悼tion)

振��������捴楣愀

���桲楳瑣桵��

�睚���

rThcAntarctic(写/〒燦)｣1〕yH-G.R.Kin9,B1an(1∫or(1

偲����潮���

rAntarctica(ANewLook)(写真集)｣byA1Shacke1-

fOrd発行年不詳

rAntarcticGeo1ogyanaGeophysics(論文集)｣R･j･

Adiee曲.,Univers三tets壬｡r1aget,876頁1972.

一専門誌一

rAntarcticJourna1｣N.S.F.各月発行1966～.

｢DVDP(Bu11etin)｣prepared乳tNorthemI11inoi§

Univ.,1972～.

(国内)

一成春一

｢南極Antarctica(写真集)｣鳥居鉄也編毎目新聞1970.

｢南極｣楠鳥居原岡山県吉田編共立出版741頁

工973.

｢南極大陸｣鳥居鉄也編丸善40頁1969.

｢南極の氷｣鳥居鉄也共立出版一160頁!971.

｢南極大陸の歴史を探る｣木崎甲子郎岩波新書209頁

���

一専門誌一

｢極地｣日本極地研究振興会年2回発行

｢南極資料｣国立極地研究所不定期発行

r極地研ニュｰス｣国立極地研究所隔月発行1974～.

その他に一般向き成書が多数ある.

なお日本の南極研究機関は下記にある.

〒173東東都板橋区加賀1-9-10(電話(03)962-4711(代))

国立極地研究所(所長永田氏)

次に南極に関する学術雑誌と成書をご紹介しておく.

(国外)

一成春一

rSouth-ManandNatureinAntarc吉ica一(写真集)｣

������������刮�敷��慮搬

���

さらに学衛振興としては下記の振興会がある.

〒100東京都千代岡区霞関3一仁2(電話(03)581-1078))

財団法人.日本極地研究振興会

(理事長茅誠司事務局長鳥居鉄也)

(筆者らは技術部地球化学課.･特殊技術課)

図38シアトル会議後パｰティでごきげんなMcGINNIs教授夫妻

と国立極地研究所の永因武所長

図39南極ドライバレ研究の創始者であり立役者である左から

W脳M弧剛v駆烏屠博士イリノイ州のPeK邑1bにて�




